
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 2002 

令和 5年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 生活産業基礎 単位数 2単位 年次 2年次 

使用教科書 なし 

副教材等 生活産業基礎（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日頃から生活産業に興味をもち、新聞などさまざまな媒体を通して社会の動きや出来事について

関心を持ち、正しい知識を習得してください。 

また、授業プリント等は保管し、自分自身の進路実現の参考にしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、衣食住、ヒューマンサービスなどに関する生

活産業や関連する職業を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を育成することをめざす。 

①生活産業や関連する職業に関連する技術を身に付けるようにする。 

②生活産業や関連する職業に関する課題を発見し、さまざまな視点で解決する力を養う。 

③進路選択と専門性の向上をめざし自ら探究し、主体的・協働的に取り組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

各職業に求められる資格や

技術について理解できる。 

家庭に関する科目の学習が

スペシャリストとして生活

産業に関する職業に結びつ

くことを理解できる。 

生活産業に関する専門的な知

識・技術の理解と自身の卒業

後の進路について思考を深

め、発表等を通じて表現する

ことができる。 

各分野のスペシャリストとし

て必要な知識と技術を習得し

ようとする意欲と態度を身に

付けることができる。また、

進路実現に向け実践できる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学

習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

生
活
産
業
基
礎
を
学
ぶ 

私たちの生活と「生

活産業」 

a:産業構造について知識を身につけて

いる。 

b:生活産業基礎を学ぶ意義について、自

分の考えをまとめる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

 

「生活産業」のスペ

シャリストになるため

に 

a:商品・サービス開発に必要な知識とし

ての色彩、配色の基礎を理解する。 

b:商品・サービス開発に必要な知識を踏

まえ、これからの時代に求められる要素

を考える。 

c:身近な商品・サービスに注目しなが

ら、今後の生活に必要なことを考える。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

振り返りｼｰﾄ 

第
２
章 

生
活
に
対
応
し
た
商
品
・サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

消費者ニーズの把

握 

a:どのような消費者ニーズがあるか理

解する。 

定期考査   

商品・サービスの企

画・開発及び販売・

提供 

b:消費者ニーズを把握し、自分自身で商

品・サービスの開発をする。 

c:自分で考えた商品・サービスが世の中

にどういった影響を与えるか考え振り

返る。 

 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

振り返りｼｰﾄ 

関連法規 a:関係法規について知識を身につけて

いる。 

定期考査   

２
学
期 

第
３
章 

食
生
活
関
連
分
野
の
産
業
と
職
業 

食生活の変化と生

活産業のかかわり 

a:食生活の変化と生活産業のかかわり

について理解する。 

b:食生活の変化と生活産業のかかわり

について、自分と関連づけて思考・判断

し、表現できる。 

c:食生活の変化と生活産業のかかわり

について、現状を分析し、今後の自分の

進路実現と照らし合わせながら食生活

の計画を立て、実施し取り組みを振り返

ることができる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

振り返りｼｰﾄ 

食生活関連産業の

職業と資格 

a:食生活関連産業の職業と資格につい

て理解する。 

b:食生活関連産業の職業と資格につい

て、自分と関連づけて思考・判断し、表

現できる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

発表 
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第
４
章 

衣
生
活
関
係
分
野
の
職
業
と
産
業 

衣生活の変化と生

活産業のかかわり 

a:衣生活の変化と生活産業のかかわり

について理解する。 

b:衣生活の変化と生活産業のかかわり

について、自分と関連づけて思考・判断

し、表現できる。 

c:衣生活の変化と生活産業のかかわり

について、現状を分析し、今後の自分の

進路実現と照らし合わせながら衣生活

の計画を立て、実施し取り組みを振り返

ることができる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

振り返りｼｰﾄ 

衣生活関連産業の

職業と資格 

a:衣生活関連産業の職業と資格につい

て理解する。 

b:衣生活関連産業の職業と資格につい

て、自分と関連づけて思考・判断し、表

現できる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

発表 

 

第
５
章 

衣
生
活
関
係
分
野
の
職
業
と
産
業 

住生活の変化と生

活産業のかかわり 

a:住生活の変化と生活産業のかかわり

について理解する。 

b:住生活の変化と生活産業のかかわり

について、自分と関連づけて思考・判断

し、表現できる。 

c:住生活の変化と生活産業のかかわり

について、現状を分析し、今後の自分の

進路実現と照らし合わせながら住生活

の計画を立て、実施し取り組みを振り返

ることができる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

振り返りｼｰﾄ 

住生活関連産業の

職業と資格 

a:住生活関連産業の職業と資格につい

て理解する。 

b:住生活関連産業の職業と資格につい

て、自分と関連づけて思考・判断し、表

現できる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

発表 

 

３
学
期 

第
６
章 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
関
連
分
野
の
職
業
と
産
業 

社会の変化とヒュー

マンサービス 

a:社会の変化とヒューマンサービスに

ついて理解する。 

b:社会の変化とヒューマンサービスに

ついて、自分と関連づけて思考・判断し、

表現できる。 

c:社会の変化とヒューマンサービス住

生活の変化と生活産業のかかわりにつ

いて、現状を分析し、今後の自分の進路

実現と照らし合わせながらヒューマン

サービスと関わる計画を立て、実施し取

り組みを振り返ることができる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

実習 

発表 

振り返りｼｰﾄ 
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ヒューマンサービス

関連産業の職業と

資格 

a:ヒューマンサービス関連産業の職業

と資格について理解する。 

b:ヒューマンサービス産業の職業と資

格について、自分と関連づけて思考・判

断し、表現できる。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

発表 

 

第
７
章 

職
業
生
活
と
自
己
実
現 

職業生活と生きがい a:職業生活と生きがいについて理解す

る。 

b:働く意義について、社会の変化に照ら

し合わせながら自分の考えをまとめる

ことができる。 

c:職業を通じての自己実現に向けて、意

識して実生活を送る。 

定期考査 定期考査 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

発表 

 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

発表 

振り返りｼｰﾄ 

将来の生活と学業 c:自分自身の将来を見据え、今後の学業

と進路計画について、深く考えることが

できる。 

   

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

振り返りｼｰﾄ 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


